








〈緒言〉 

膜性増殖性糸球体腎炎(以下、MPGN と略)は病理組織学的にはメサンギウム細胞の増殖末梢

係蹄壁の肥厚,補体C3のfringe型の沈着を呈し,臨床的には治療抵抗性ネフローゼ症候群,

進行性腎機能低下,持続性低補体血症を呈する難治性で予後不良の腎疾患と考えられてい

る。しかし近年学校検尿などの普及により,臨床的にも病理組織学的にも多様なMPGN が見

つかっており,むずかしい問題を投げかけている。そこで今回は偶発性蛋白尿/血尿で発見

され、血清補体 C3 が fringe 型を示したものを MPGNとした症例に,ステロイド療法を行い,

その治療効果と長期の臨床経過を検討したので報告する。 


